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１ 目的 

平成23年３月の福島第一原子力発電所事故により、ヨウ素

131、セシウム134、セシウム137といった人工の放射性物質が

環境中に飛散し、一部は埼玉県に到達した。事故から10年が

経過した令和３年３月においても、半減期の長いセシウム137

は環境中に残留しており、長期に渡る環境への影響が懸念さ

れている。 

事故後、福島を中心に環境中の放射性物質の存在状況が

調査され、また移行状況の研究によりその環境動態が明らか

にされつつある。埼玉県においても、放射性物質による環境

への影響を把握するために環境放射能水準調査、県独自の

環境放射能調査及び空間線量調査が実施されてきた。センタ

ー生態園では、平成23年度から土壌、水質、底質、動植物等

多種に渡る環境試料について継続的に放射能濃度が測定さ

れてきた1,2)。センターの研究事業としても、地目別の土壌にお

ける放射性物質の化学的形態及び深度分布状況
2)
、水系に

おける放射能濃度の変動及び移行状況を調査しており、生態

園にある放射性物質の環境動態についても知見が蓄積され

ている。そこで、これまでの調査内容について現況を確認する

ための調査をするとともに、深度方向や水平方向の放射性物

質の分布について詳細な調査を行い、生態園での環境放射

能の蓄積・移行状況について総括を行う。 

 

 
図 センター生態園でこれまでに実施された放射能調査 

 

２ 調査内容 

２．１  陸域 

陸域の放射能濃度調査は平成26年度から平成29年度にか

けて重点的に実施されおり、林地においてセシウム137の地下

への浸透が進んでいることを確認している。その後3年が経過

し、深度分布がどのように変化したのか調査する。 

一方で、生態園における放射能の水平分布を調査した例

は少ない。部分的に空間線量の高い『ホットスポット』を探すた

めの空間線量調査は平成23年度に一度行われたが、当時の

調査では放射能濃度は測定されていない。現在の空間線量

の分布を確認しホットスポットが残されていないか確認するとと

もに、放射能濃度の水平分布を調査する。 

 

２．２  水域 

生態園における水質調査では、平成29年度までの年次調

査では減少傾向がみられたものの、その後月次調査を行った

結果年周期の濃度変動をしていることが確認された。そこで、

濃度変動の状況について継続して調査を行う。また、下の池

下流では底質の放射能濃度上昇が起きていることが確認され

ているため、底質の放射能濃度の水平分布及び深度分布に

ついて調査し現状を明らかにする。 

 

２．３  動植物 

生態園では平成23年度から動植物の調査が実施されてお

り、事故後5年目までは放射能濃度が減少傾向にあったが、そ

の後は横ばい気味の動植物が増えている。そこで現在の動植

物の放射能濃度を調査し、陸域や水域の結果と比較すること

で、動植物の放射能濃度変動について整理する。 

 

３ 研究計画 

令和３年度は、土壌、水質、底質、動植物を対象として放射

能濃度を測定し、事故10年後における濃度の現況を確認する。

また、土壌及び底質における深度分布調査と、陸域における

放射能濃度と空間線量の水平分布調査を行い、放射能濃度

が高い位置を確認する。 

令和４年度は、令和３年度の調査を継続しつつ、追加又は

補完が必要と考えられた環境試料について調査を実施する。

そして、事故後10年間における生態園での放射能濃度の変

遷について評価及び総括を行う。 
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